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日本中世肖像彫刻史研究

　
肖
像
彫
刻
は
、
日
本
彫
刻
史
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
は
、
仏
像
や
神
像
と
い
っ
た
も
の
に
次
い
で
制
作
さ
れ
た

も
の
が
多
い
分
野
で
あ
る
。
肖
像
彫
刻
の
研
究
は
、
日
本
彫
刻
史
研
究
の
中
で
も
重
要
な
分
野
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。〈
中
略
〉

　
本
書
は
、
対
象
を
肖
像
彫
刻
の
時
代
と
い
っ
て
も
よ
い
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
、
そ
の
余
風
が
漂
う
室
町
時
代

ま
で
を
含
め
た
時
代
、
す
な
わ
ち
中
世
の
肖
像
彫
刻
を
三
部
に
亘
っ
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
は
、
日

本
中
世
肖
像
彫
刻
史
研
究
の
展
望
を
意
図
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。〈
中
略
〉 

第
二
部
は
禅
僧
肖
像
彫
刻 （
い

わ
ゆ
る
頂
相
彫
刻
）
を
除
く
分
野
の
肖
像
彫
刻
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
第
三
部
は
い
わ
ゆ
る
写
実
性
に
秀
で
た

も
の
が
特
に
多
い
と
み
な
さ
れ
て
き
た
禅
僧
肖
像
彫
刻
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
な
お
、
各
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

概
要
を
提
示
す
る
序
章
を
附
し
、
問
題
点
を
整
理
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
肖
像
の
時
代
と
も
い
え
る
鎌
倉

時
代
に
何
故
肖
像
彫
刻
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
か
を
改
め
て
考
察
し
て
本
書
の
「
結
び
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
一
部
　「
序
章
　
日
本
中
世
肖
像
彫
刻
史
研
究
序
説
」
よ
り
抜
粋
）　
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仏教彫像の制作と受容
定価19,800 円（本体 18,000 円 + 税）

奥  健夫　著

像の形だけではなく、用材、造像技法など彫像を構成する様々な要素に
注目し、平安時代を主体とする彫刻史を展望する。仏像が制作のみなら
ずその受容も含め、多様な展開を遂げたことへの再認識を緻密な検討を
ふまえて考究する。
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第
三
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南
禅
院
一
山
一
寧
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て
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退
耕
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海
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平安時代を中心に
第 31回（2019 年）國華賞受賞

A5 判上製函入　本文 728頁　口絵 16頁

日本（飛鳥～鎌倉時代）、中国（南北朝～宋時代）、朝鮮（三国～統一新羅
時代）の東アジア各地域・時代の彫塑造の様式展開をたどり、さらには科
学的調査の結果に基づいた長年にわたる研究の成果から精選・集成された
論考により、東アジア仏像史研究に新たな地平を開く。
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藤岡  穣　著
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本書は、わが国の肖像彫刻について論じた研究書である。特にその制作が本格化した鎌倉時代の肖像彫刻に焦点を
当て、中世肖像彫刻史の展開の様相や、肖像彫刻の造像目的や機能などを論じるとともに、この時期に造られた肖
像彫刻の特色や性格を明かにする。


